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絵：山下茂

冬季：11月 4日～ 4月 28 日

　沼田町化石館は、沼田町市街地から約 10 km 離れた幌新地区
に位置しており、近隣には「ほろしん温泉」や、キャンプ場、そ
らち自然学校などがあります。館内には、タカハシホタテやヌマ
タネズミイルカなどの化石や復元骨格を展示しています。本物の
化石に触ることのできるコーナーもあり、展示をとおして沼田町
産の化石について理解を深めることができます。



沼田町で見つかる化石の大半は、新生代
新第三紀の地層から見つかります。そ

のなかでもヌマタネズミイルカなど
の鯨類の化石と、大きくふくら

んだ殻をもつタカハシホタテ
は、沼田を代表する化石と

して全国的に有名です。
数百万年前の沼田町
にはどのような生
き物がいたので

しょうか。

展示のポイント
・驚異の保存状態
・相次ぐ再発見
・ヌマタネズミイルカの進化がわかってきた

げいるい

から

きょうい

NEOGENE新第三紀

紹介する古生物
ヌマタネズミイルカ・ハーペトケタスの仲間・ヌマタナガスクジラ
ヌマタカイギュウ・タキカワカイギュウ・タカハシホタテ

ヌマタネズミイルカ
Numataphocoena yamashitai

▲ ヌマタネズミイルカの復元骨格

生息年代：鮮新世（約 400 万年前）
全長：約２メートル
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　ヌマタネズミイルカは全長が 2 メートル くらいの小さ
なイルカで、その化石は全身がほぼ連結してうまってい
ました。化石はふつう、壊れたりバラバラになって見つ
かるものです。そのため、ヌマタネズミイルカはめった
にない、世界クラスの良好な保存状態のネズミイルカ化
石なのです。

２個体目
耳周骨［NFL2617］

３個体目
頭骨［NFL2074］

しせつ

はっくつ

　ヌマタネズミイルカは長らく、全身がよく保存された
１頭分の化石のみが知られていました。ところが、2015、
2016 年に、博物館の収蔵庫とよばれる保管施設で、２個
体分のヌマタネズミイルカの新しい化石が再発見されま
した。２番目のヌマタネズミイルカ標本は耳の化石で、
1986 年に発掘されたものです。３番目の標本は頭骨で、
1995 年に発見されたものです。
　一つの場所から同じ種類の大型生物の化石が複数見つ
かるのは世界的にもとてもめずらしいことです。これら
のことが評価され、３標本は、2018 年に北海道の天然記
念物に指定されました。

▲ ヌマタネズミイルカの産状写真

← 頭 尾 →
1 cm

5 cm

こわ
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Modified from Tanaka Y and Ichishima H (2016)A new skull of the fossil porpoise Numataphocoena yamashitai 
(Ceracea: Phocoenidae)from the upper part of the Horokaoshirarika Formation(lower Pliocene),Numata Town, 
Hokkaido,Japan and its phylogenetic position.Palaeotol Electron 19:48A

展示のポイント
・クジラにしては小さい
・世界最古の記録をぬりかえた子どもの標本

とくちょう

ひかく

とくちょうてき

の

　ハーペトケタスは、およそ 700 万年前から 100 万年前
まで世界中で生きていた、大人になっても全長 3,4 メー
トルほどにしかならない、とても小さなクジラです。

▲ ハーペトケタスと現生最大のシロナガスクジラの大きさくらべ

　新しいヌマタネズミイルカの標本が出てきた結果、ヌ
マタネズミイルカの成長や独特の特徴、そして他のネズ
ミイルカとの親せき関係などが明らかになってきました。
他の地域から見つかっているネズミイルカ化石も比較し
て、どう進化してきたか、コンピューターで計算しました。
結果、北海道から見つかっている５種のネズミイルカは、
一つのグループを組むことが分かりました。これは、ヌ
マタネズミイルカたちが現代の海を泳いでいるネズミイ
ルカの祖先ではなく、別のタイプのネズミイルカだった
ということです。

ハーペトケタスの仲間

生息年代：中新世（約 700 万年前）、鮮新世（約 400 万年前）
全長：約 3 メートル

   Herpetocetus

260 （万年前）
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スナメリ
コハリイルカ
コガシラネズミイルカ
イシイルカ
ネズミイルカ
メガネイルカ

7786&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&Q56&&&&&&&RS6&&&&&&S86&&586&

中期　　　　　後期　　前期　   後
中新世　　　　　　  鮮新世　　更新世

ポンピラツバサイルカ（中川町）
ムカシネズミイルカ（中川町）
ニシノネズミイルカ（中川町）

トヨシマハボロネズミイルカ（羽幌町）
コガタハボロネズミイルカ（羽幌町）
ヌマタネズミイルカ（沼田町）

セプテムトリオスィータス（ベルギー）

ロマスィータス（ペルー）

ピスコリサックスロンギロストリス（メキシコ）

セミロストルム（カリフォルニア）
ブラボスィータス（ベルギー）

オーストラリサックス（ペルー）

（万年前）

北海道の
グループ

現代のネズミイルカ
グループ

サルミフォッシナ（カリフォルニア）
ピスコリサックステッドフォーディ（メキシコ）

ピスコリサックスボレイオス（メキシコ）

進化が見えてきた

独特の特徴など明らかになってきました。他の地域から見つかっているネズミイル

石がみつかると、研究がすすみ、この説が正しいか、判断できるようになるので、

今後の化石発見が楽しみです。

とくちょう

 　

角突起が長い

ルあります。

展示のミドコロ！

ハーペトケタスの仲間
約 ７００万～１００万年前

とっき

とくちょうてき

こうかん

かくとっき

上：

上：

かく

2"3-",$'",)1
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1160 720 530 360
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とくちょう

かくとっき

　ハーペトケタスは特徴的なアゴを持っています。ハー
ペト（ハ虫類）、ケタス（クジラ）という名前が示すとお
り、アゴの関節よりも後ろに向けて長い「角突起」が伸
びていて、ハ虫類のアゴに少し似ています。これは他の
クジラにはみられない特徴です。



展示のポイント
・新種の大型クジラ

はっくつ

はば

うりゅうがわ

ヌマタナガスクジラ
Miobalaenoptera numataensis

生息年代：中新統（約 650 万年前）
全長：約 7 メートル

　沼田町からはおよそ 400 万年前のハーペトケタスの仲
間の下アゴや背骨、そして、およそ 700 万年前のハーペ
トケタスの頭や耳の骨も見つかっています。これらの標
本を研究した結果、これまで 600 万年前からしか知られ
ていなかったハーペトケタスが、約 100 万年古い 700 万
年前にはすでにいた、ということが明らかになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　この世界最古のハー
　　　　　　　　　　　　　　　　ペトケタスはまだ若
　　　　　　　　　　　　　　　　い子どもで、
　　　　　　　　　　　　　　　　成長前の状態も
　　　　　　　　　　　　　　　　見せてくれる
　　　　　　　　　　　　　　　　貴重な標本です。

　ヌマタナガスクジラはおよそ
650 ～ 680 万年前に北西太平洋に
生きていたクジラです。
1989 年に
沼田町の
雨竜川で発掘されました。
頭の一部と耳の骨などが
見つかっていますが、
体の骨は見つからなかったので、
大きさははっきりとは分かりませんが、
頭の幅は１メートル以上ある大きなクジラでした。

この角突起にはアゴを動かす筋肉が付いています。ハー
ペトケタスはその筋肉をつかって、様々なエサの食べ方

かくとっき

一般的なヒゲクジラハーペトケタス亜科は

角突起が長い
かくとっき

いっぱん
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◀ およそ 700 万年前の
ハーペトケタスの頭

▲ ハーペトケタスと一般的なヒゲクジラのアゴのちがい



展示のポイント
・大きいカイギュウと小さいカイギュウ

きょだい

げいるい

ききゃくるい

Dusisiren           Hydrodamalis spissia
生息年代：中新世（約 800 万年前）と鮮新世（約 400 万年前）
全長：約 3 メートルと約 7 メートル

sp.  &

　カイギュウ類はその姿は鯨類に似てますが、実はゾウ
に近いほ乳類で、現在、ジュゴンとマナティーが生きて
います。鰭脚類（トドやアザラシなど）やホッキョクグ
マなど、ほぼすべての海生ほ乳類は肉食であるにもかか
　　　　　　　　わらず、カイギュウだけはめずらしく
　　　　　　　　　　　　植物食です。エサとなる水中
　　　　　　　　　　　　　植物が光合成可能な浅い海
　　　　　　　　　　　　　　　に生息しているので、　
　　　　　　　　　　　　　　　　カイギュウ類も浅い
　　　　　　　　　　　　　　　　　海で生きています。

▲ ヌマタカイギュウ復元骨格

◀ ヌマタナガス
クジラ復元骨格

　ヌマタナガスクジラはその名のとおりクジラのなかで
ナガスクジラ科というグループに分類されます。ナガス
クジラには全長 30 メートルにもなる巨大なシロナガスク
ジラや、このグループで最少の全長 7 メートルのミンク
クジラなどがふくまれています。ヌマタナガスクジラは
ナガスクジラ科のなかでは初期のタイプで、これまで知
られているどのナガスクジラ科の生物ともちがっている
ことから、2019 年に　新属新種の生物としてミオバラエ
　　　　　　　　　　　　　　ノプテラ・ヌマタエンシ
　　　　　　　　　　　　　　　　スとして命名されま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

カイギュウ
ヌマタカイギュウとタキカワカイギュウ
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ろっこつ

ろっこつ

ぜつめつ

なんたんほくたん

ろっこつ

ろっこつ

タカハシホタテ

生息年代：中新世～更新世（約 700 ～ 100 万年前）
分布：カムチャツカ半島～福島県

Fortipecten takahashii

　沼田町からは大小２タイプの化石カイギュウが見つ
かっています。小さい方はヌマタカイギュウで、920 ～
730 万年前に生息していました。「ヌマタカイギュウ」は
あだ名のようなもので、学名は Ｄｕｓｉｓｉｒｅｎ sp. 、ドゥシシ
レン属で種は不明だと考えられています。大きい方はタ
キカワカイギュウで約 400 万年前の地層から見つかって
います。滝川市と同じ種のカイギュウが、沼田町からも
見つかったということです。

　化石体験館では、ヌマタ
カイギュウとタキカワカイギュウ
の肋骨をならべて展示しています。
細長い肋骨がヌマタカイギュウで、
バナナのような太い肋骨がタキカワ
カイギュウです。このように、異な
る生き物の同じ部位の骨の大きさを
比べることで、それぞれの生き物の
大きさがちがうことが分かります。

展示のポイント
・沼田を代表する化石
・ふくらんだ殻
・世界のタカハシホタテ

　沼田町で最も多く見つかる化石はタカハシホタテです。
タカハシホタテは絶滅したホタテのなかまで、化石の見
つかる北端はロシアのカムチャツカ半島、南端は福島県
です。数あるタカハシホタテ産地でも、沼田町は量・質
ともに世界有数のフィールドとして知られています。

▲ 沼田町のタカハシホタテの産状。白い巻貝はキリカイダマシ

▲ ヌマタカイギュウ
の背骨と肋骨（左）
と沼田産タキカワカ
イギュウの肋骨（右）

13 14



うかく さかく

▲ 左からタカハシホタテの右殻、左殻、タカハシホタテの生息姿勢

　タカハシホタテの殻は非常に厚く、片方の殻が大きく
ふくらんでいることが特徴です。もう一方の殻は平たく、
左右の殻のかたちは大きく異なります。タカハシホタテ
がこのような殻をもつ理由は、ずっしりとふくらんだ殻
を利用して海底に寝転がるように生活していたためです。
タカハシホタテの殻を見てみると、砂に埋もれている右
殻の表面はなめらかですが、海に長時間さらされた左殻
にはボツボツとした痕のようなものがあります。これは、
他の生物に付着されたり浸食された痕なのです。
　タカハシホタテは子どものころから殻がふくらんでい
るわけではありません。これまでの研究により、ふ化し
た直後は現在のホタテガイのように平たい殻をもち、約
２年後から成長にともなって少しずつ殻が湾曲していく
ことが分かっています。

　化石体験館では、全国の様々なタカハシホタテ産地か

ら採集した標本を収集、展示しています。世界のタカハ
シホタテを見ることができる博物館は当館だけです。

注目１：サハリン標本
　タカハシホタテは、1930 年にサハリン産の化石を用い
て Ｆｏｒｔｉｐｅｃｔｅｎ　ｔａｋａʰａｓʰｉｉ と命名されました。初めて研究
された標本と同じ地層であるマルヤマ層から採集された
もので、タカハシホタテの研究の歴史を感じられます。

注目２：最古と最後のタカハシホタテ　
　タカハシホタテが出現した最古の記録をもつ北海道の
新十津川町産の標本（後期中新統）と、タカハシホタテ
が絶滅寸前まで分布していた初山別村の標本（前期更新
統）を展示しています。タカハシホタテの分布の歴史を
感じられます。

注目３：２タイプのタカハシホタテ
　沼田町で採集されるタカハシホタテには、殻のふくら
みが弱く幅の広い雨竜川タイプと、殻のふくらみが強く
丸っこい幌新太刀別川タイプがみられます。ほんの数キ
ロのちがいで殻のかたちが大きく変化するのです。

ぜつめつすんぜん

しんとつかわ

はば

から

ほろにたちべつがわ

うりゅうがわ から

から
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から

から から

から

から

から

から わんきょく

とくちょう

かく さかく

う

あと

あと



PALEOGENE古第三紀

日本で採掘される石炭は、古第三紀の始
新世に陸上で茂っていた植物に由来し
ます。この時代は新生代のなかで最

も温暖湿潤で、北海道でもヤシ
科の植物化石が見つかるよう
な、熱帯～温帯性の森林が

ひろがっていました。
水辺だったころの沼
田は、どのような
生き物が暮らし

ていたので
しょうか。

産地：沼田町
◀ 雨竜川タイプ 　 

幌新太刀別川タイプ ▶

◀産地：サハリン　　
　

　　産地：宮城県 ▶

◀産地：滝川市

　　産地：釧路市 ▶

◀産地：新十津川町
最古のタカハシホタテ産地

　産地：初山別村 ▶
終末期のタカハシホタテ

紹介する古生物
アミノドン

さいくつ

しげ

おんだんしつじゅん
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▲ ブナ化石イラスト



アミノドン
Amynodon watanabei

生息年代：始新統（約 4000 万年前）
全長：約 2 m メートル

　アミノドンはサイのなかまで、水辺に住む草食動物です。
アミノドンの化石は、本州では兵庫県や山口県などから見つ
かっていますが、北海道からは沼田町でしか発見の報告はあ
りません。沼田のアミノドンは、町内の炭鉱から発見された
もので、上のアゴと２本の臼歯が保存された化石が発掘され
ました。化石は北海道大学総合博物館に所蔵されており、沼
田町化石体験館ではレプリカを展示しています。サイのなか
まの歯は円周率のπのようなかたちをしているのが特徴で、
これは沼田の標本でも観察できます。

▲ 沼田産アミノドン化石レプリカ

はっくつきゅうし

とくちょう
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新生代から時代をひとつさかのぼった中
生代。陸上では恐竜やは虫類が繁栄し、

水中では奇妙なかたちの軟体動物が
多様化した時代。沼田町からは
中生代白亜紀の海の生き物の

化石が見つかっています。
アンモナイトやイノセラ

ムス、首長竜やモサ
サウルスがいた時
代の沼田を想像

しましょう。

Cretaceous白亜紀

紹介する古生物
首長竜・モササウルス

絵：山下茂

きょうりゅう はんえい

なんたい

はくあき

きみょう
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モササウルスと首長竜

生息年代：後期白亜紀（約 7200 ～ 8400 万年前）
全長：不明

Mosasaurinae ・Plesiosauroidea

　沼田のモササウルスと首長竜は、
1990 年に化石館が行った調査で転
石の中から発見されました。
化石が見つかった地点付近
の地層の年代を調べたところ、
後期白亜紀のカンパニアンという
時代（約 7200 ～ 8400 万年前）に
沼田のまわりで生きていたことが
分かりました。首長竜は頸椎

（首の骨）２つと坐骨の一部、
歯が見つかっています。
モササウルスは頭の
一部が見つかってい
ます。今後の研究に
期待です。

No.1 ブックレット
沼田は太古の水族館

No.4 ブックレット
復元の科学

BACK NUMBERS

はくあき

けいつい

ざこつ

▲ 首長竜の坐骨、
頸椎、歯

▲ モササウルスの頭骨

けいつい

ざこつ

掘
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